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漁
海
況
情
報
の
収
集
解
析
と
広
報
活
動

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ
・

企
画
ス
タ
ッ
フ

－

【
目
的
】

試
験
船
「
島
根
丸
」「
明
風
」
を
利
用
し
て
沿
岸
・
沖
合
漁
業
に
関
す
る
漁
況
海
況
の
調
査
を
実
施
し
、
全
国
の
水
産
・
海
洋
関
係
機

関
と
情
報
交
換
を
行
う
。
ま
た
、
市
場
調
査
お
よ
び
各
地
に
お
け
る
漁
獲
情
報
収
集
を
行
う
。
得
ら
れ
た
漁
海
況
情
報
は
、
海
洋
生

物
の
合
理
的
利
用
と
本
県
漁
業
者
の
操
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
水
産
資
源
、
海
洋
環
境
な
ど
に
関
す
る
試
験
研
究
成
果
を
活
用

し
て
解
析
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
郵
送
に
よ
り
漁
業
関
係
者
に
提
供
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

・
月
１
回
の
海
洋
観
測
を
元
に
海
況
情
報
を
発
行
し
、
漁
業
関
係
者
を
中
心
に
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

・
漁
海
況
情
報
と
し
て
月
１
回
ト
ビ
ウ
オ
通
信
を
発
行
し
、
漁
業
関
係
者
を
中
心
に
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

・
水
温
、
漁
海
況
に
関
す
る
情
報
を
水
産
試
験
場
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

・
島
根
丸
に
よ
る
各
種
調
査
時
に
魚
探
反
応
を
記
録
し
、
顕
著
な
魚
群
反
応
が
有
っ
た
場
合
浮
魚
情
報
を
ま
き
網
関
係
者
に
提
供
し

た
。

・
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
ク
ラ
ゲ
の
生
態
や
出
現
状
況
・
ク
ラ
ゲ
対
策
の
事
例
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

試
験
研
究
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
情
報
提
供
の

高
度
化

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ
・

企
画
ス
タ
ッ
フ

－

【
目
的
】

水
産
試
験
場
の
各
部
署
に
保
存
さ
れ
て
い
る
各
種
試
験
調
査
結
果
な
ら
び
に
統
計
資
料
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
情
報
提
供
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
い
、
漁
業
者
・
水
産
関
係
機
関
・
一
般
県
民
へ
の

情
報
提
供
を
迅
速
か
つ
高
度
化
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

水
試
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
と
、
Ｆ
Ａ
Ｑ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

【
問
題
点
等
】

・
Ｆ
Ａ
Ｑ
シ
ス
テ
ム
の
遅
れ
に
よ
り
、
県
水
産
機
関
と
問
合
せ
の
共
有
化
が
出
来
て
い
な
い
。

水
産
試
験
場
の
各
部
署
の
デ
ー
タ
量
の
増
加
に
伴
い
、
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
内
が
煩
雑
に
な
り
、
デ
ー
タ
の
共
有
化
が
図
ら
れ
て
い

な
い
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
に
か
か
わ
る
漁
獲
統
計
資
料
の
収
集
と
解
析

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ
・

企
画
ス
タ
ッ
フ

－

【
目
的
】

島
根
県
内
の
主
要
漁
協
と
水
産
試
験
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
漁
獲
情
報
、
水
揚
げ
情
報
等
に
関
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
的
確
な
漁
獲
量
の
管
理
を
推
進
す
る
こ
と
目
的
と
し
て
「
漁
獲
管
理
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
を
行
う
。
な

お
、
シ
ス
テ
ム
開
発
は
応
用
技
術
株
式
会
社
に
委
託
し
て
実
施
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

県
下
主
要
１５
漁
協
お
よ
び
１
支
所
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
各
漁
協
の
販
売
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
日
別
の
漁
獲
統
計
デ
ー
タ
ー
ベ

ー
ス
を
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

【
問
題
点
等
】

漁
協
販
売
シ
ス
テ
ム
か
ら
水
産
試
験
場
へ
の
デ
ー
タ
送
信
の
間
に
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
へ
の
デ
ー
タ
入
出
力
が
介
在
し
て
お
り
、

こ
れ
が
、
送
信
の
遅
れ
や
デ
ー
タ
自
体
の
消
失
を
ま
ね
く
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
題
点
】

漁
協
の
広
域
合
併
等
が
進
め
ば
、
既
存
デ
ー
タ
と
の
連
続
性
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
旧
漁
協
単
位
で
デ
ー
タ
が
処
理
で
き

る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
変
更
が
必
要
と
な
る
。

研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等

蠱
研
究
課
題
一
覧
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研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等

主
要
浮
魚
の
資
源
評
価
と
漁
況
予
測
に
関
す
る
研
究

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１３
～

１７
年
度

【
目
的
】

本
県
の
主
要
な
漁
獲
対
象
種
の
資
源
状
況
を
試
験
船
調
査
、
標
本
船
調
査
、
市
場
調
査
、
漁
獲
統
計
調
査
等
に
よ
り
把
握
し
、
資
源

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
資
源
の
適
切
な
保
全
と
合
理
的
か
つ
永
続
的
利
用
を
図
る
た
め
の
提
言
を
行
う
。
ま
た
、
本
県
の
主
要
漁

業
資
源
に
つ
い
て
漁
況
予
測
を
行
う
。

【
進
捗
状
況
】

中
型
ま
き
網
漁
業
に
つ
い
て
漁
場
別
漁
獲
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
生
物
情
報
収
集
調
査
と
し
て
主
要
浮
魚
類
１３
種
に
つ
い
て
漁
獲
統

計
資
料
の
整
備
を
行
い
、
そ
の
う
ち
８
種
に
つ
い
て
は
体
長
組
成
、
生
物
測
定
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
試
験
船
に
よ
る
卵
・
稚
仔
調

査
を
行
っ
た
。

マ
ア
ジ
資
源
新
規
加
入
量
調
査

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１４
～

１７
年
度

【
目
的
】

マ
ア
ジ
の
加
入
量
を
推
定
す
る
た
め
、
中
層
ト
ロ
ー
ル
網
に
よ
る
マ
ア
ジ
幼
稚
魚
の
採
捕
、
計
量
魚
群
探
知
機
に
よ
る
マ
ア
ジ
幼
稚

魚
の
分
布
量
調
査
を
実
施
し
、
山
陰
沿
岸
の
マ
ア
ジ
新
規
加
入
の
資
源
評
価
を
行
う
。

【
進
捗
状
況
】

平
成
１６
年
度
は
調
査
に
携
わ
る
４
機
関
が
同
じ
漁
具
（
日
水
研
型
サ
ン
プ
ル
ギ
ア
）
を
用
い
て
、
マ
ア
ジ
が
山
陰
沖
合
海
域
に
加
入

し
て
く
る
６
月
前
後
に
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
結
果
を
も
と
に
秋
以
降
の
新
規
加
入
予
測
を
行
い
、
ま
き
網
、
漁
業
関
係
者
に
情

報
提
供
を
行
な
っ
た
。

【
問
題
点
】

調
査
結
果
と
秋
以
降
の
マ
ア
ジ
当
歳
魚
漁
獲
動
向
と
の
相
関
が
低
か
っ
た
。

主
要
底
魚
類
の
資
源
評
価
に
関
す
る
研
究

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１３
～

１７
年
度

重
要
カ
レ
イ
類
の
資
源
評
価
と
管
理
技
術
に
関
す
る

研
究

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１３
～

１７
年
度

【
目
的
】

本
県
の
主
要
な
漁
獲
対
象
種
の
資
源
状
況
を
試
験
船
調
査
、
標
本
船
調
査
、
市
場
調
査
、
漁
獲
統
計
調
査
等
に
よ
り
把
握
し
、
資
源

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
資
源
の
適
切
な
保
全
と
合
理
的
か
つ
永
続
的
利
用
を
図
る
た
め
の
提
言
を
行
う
。
ま
た
、
本
県
の
主
要
漁

業
資
源
に
つ
い
て
漁
況
予
測
を
行
う
。

【
進
捗
状
況
】

県
下
主
要
底
び
き
網
漁
業
・
か
に
か
ご
漁
業
の
漁
獲
成
績
報
告
書
の
収
集
・
整
理
を
行
っ
た
。
主
要
底
魚
１４
種
に
つ
い
て
漁
獲
統
計

資
料
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
２
～
３
種
に
つ
い
て
は
生
物
測
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
主
要
魚
種
の
資
源
動
向
や
資
源
管
理
方
策

の
提
言
を
行
っ
た
。

【
目
的
】

本
県
の
底
び
き
網
漁
業
の
重
要
資
源
で
あ
る
ム
シ
ガ
レ
イ
、
ソ
ウ
ハ
チ
、
ア
カ
ガ
レ
イ
の
資
源
回
復
を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
漁

獲
対
象
と
す
る
漁
業
の
漁
業
管
理
指
針
の
作
成
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
。

【
進
捗
状
況
】

資
源
評
価
会
議
に
参
加
し
、
資
源
量
、
漁
獲
水
準
、
漁
獲
強
度
の
推
定
と
、
管
理
方
策
の
提
言
を
行
っ
た
。
県
内
に
お
い
て
も
、
ト

ビ
ウ
オ
通
信
な
ど
で
、
各
魚
種
の
資
源
動
向
や
漁
業
の
動
向
に
関
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
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沿
岸
漁
業
の
複
合
経
営
に
関
す
る
研
究

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１４
～

１６
年
度

【
目
的
】

島
根
県
沿
岸
域
に
お
け
る
漁
場
の
利
用
実
態
、
操
業
実
態
、
漁
業
経
営
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
沿
岸
漁
業
の
漁
場
有
効
利
用
お
よ
び

合
理
的
な
複
合
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

い
か
釣
標
本
船
を
９
漁
協
計
３０
隻
選
出
し
、
操
業
年
月
日
、
操
業
位
置
（
緯
度
、
経
度
）、
魚
種
別
漁
獲
量
（
箱
数
）
の
記
入
を
依

頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
１０
マ
イ
ル
以
内
で
の
操
業
は
２
,６３
２日
（
８６
％
）
で
、
１０
マ
イ
ル
を
超
え
る
操
業
は
４３
０
日
（
１４
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
石
見
地
区
と
隠
岐
地
区
は
１０
マ
イ
ル
以
内
の
操
業
が
９０
％
近
い
が
、
出
雲
地
区
は
１０
マ
イ
ル
以
遠
で
の
操
業
割
合

が
高
く
、
特
に
隠
岐
海
峡
に
は
周
年
漁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
い
か
釣
り
漁
業
の
漁
業
調
整
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。

こ
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
を
基
に
１７
年
度
か
ら
新
規
課
題
「
沿
岸
イ
ワ
シ
類
資
源
有
効
利
用
調
査
」
と
し
て
取
り
組
む
。

沖
合
底
び
き
網
の
選
択
漁
具
開
発
試
験

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１５
～

１７
年
度

【
目
的
】

小
型
魚
等
の
不
合
理
漁
獲
の
改
善
、
ゴ
ミ
等
の
混
獲
低
減
に
よ
る
漁
獲
物
付
加
価
値
向
上
、
選
別
作
業
の
効
率
化
を
め
ざ
し
た
底
び

き
網
選
択
漁
具
を
開
発
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

選
択
漁
具
の
構
造
は
、
銚
子
型
選
択
網
と
同
様
な
上
下
２
階
網
の
分
離
網
と
し
た
。
島
根
丸
で
の
操
業
試
験
、
鹿
児
島
大
学
の
網
模

型
水
槽
実
験
結
果
か
ら
、
上
下
網
の
接
続
部
分
の
構
造
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
離
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
問
題
点
】

基
本
的
な
分
離
機
構
は
完
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
普
及
に
あ
た
っ
て
従
来
と
は
網
の
形
状
が
変
わ
る
た
め
、
漁
労
作
業
に

多
少
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

小
型
底
び
き
網
の
選
択
漁
具
開
発
試
験

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１６
～

１８
年
度

【
目
的
】

小
型
魚
特
に
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
未
成
体
等
の
不
合
理
漁
獲
の
改
善
、
ゴ
ミ
等
の
混
獲
低
減
に
よ
る
漁
獲
物
付
加
価
値
向
上
、
選
別
作
業
の

効
率
化
を
め
ざ
し
た
底
び
き
網
選
択
漁
具
を
開
発
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

試
験
船
で
オ
ッ
タ
ー
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
試
験
操
業
が
で
き
る
様
に
、
島
根
丸
用
小
型
底
び
き
網
漁
具
を
設
計
し
た
。
ま
た
模
型
網
を

作
成
し
、
水
槽
実
験
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
設
計
し
た
漁
具
は
実
際
の
就
業
船
の
漁
具
と
同
様
な
網
成
り
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
分
離
機
構
は
、
底
網
が
海
底
か
ら
離
れ
る
身
網
中
央
付
近
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
問
題
点
】

設
計
し
た
試
験
用
漁
具
に
よ
る
試
験
操
業
を
行
う
。
網
の
各
箇
所
に
測
定
器
具
を
取
り
付
け
網
成
り
の
計
測
を
行
う
。

研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等
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研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等

エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
の
漁
業
被
害
防
止
技
術
開
発
に
関

す
る
研
究

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
１６
～

１７
年
度

【
目
的
】

大
型
ク
ラ
ゲ
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
定
置
網
漁
業
と
底
び
き
網
漁
業
に
お
い
て
大
型
ク
ラ
ゲ
の
混
獲
を
減
少
さ
せ
る
機

構
の
開
発
を
行
う
。

【
進
捗
状
況
】

定
置
網
：
水
槽
実
験
に
よ
り
ス
リ
ッ
ト
化
と
の
併
用
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
垣
網
の
「
す
て
網
」
部
分
を
大
目
化

（
目
合
１５
０
袍
）
し
た
試
験
網
を
作
成
し
た
。

底
び
き
網
：
水
槽
実
験
お
よ
び
操
業
試
験
に
よ
り
、
分
離
部
と
誘
導
部
か
ら
な
る
排
出
構
造
を
開
発
し
た
。
小
型
底
び
き
網
は
底
網

か
ら
排
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
沖
底
で
は
５０
～
７０
％
の
ク
ラ
ゲ
の
排
出
が
確
認
さ
れ
、
小
底
で
は
水
中
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

の
映
像
に
よ
り
誘
導
部
を
移
動
す
る
ク
ラ
ゲ
の
様
子
が
確
認
で
き
た
。

【
問
題
点
】

定
置
網
に
つ
い
て
は
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
底
び
き
網
に
つ
い
て
は
大
型
ク
ラ
ゲ
分
離
網
の
基
本
構
造
は
ほ
ぼ

完
成
し
た
。

堆
積
物
の
除
去
・
海
底
耕
耘
が
底
質
改
善
に
与
え
る

影
響
調
査

企
画
ス
タ
ッ
フ

平
成
１６
～

１７
年
度

人
工
種
苗
の
放
流
効
果
調
査
（
石
見
海
域
）

海
洋
資
源
グ
ル
ー
プ

平
成
７
～

１７
年
度

【
目
的
】

島
根
地
区
漁
場
保
全
環
境
保
全
創
造
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
Ｒ
Ｏ
Ｖ
に
よ
る
当
該
漁
場
の
海
底
の
堆
積
物
状
況
観
察
と
採
泥
に

よ
る
土
壌
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
業
実
施
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

盧
Ｒ
Ｏ
Ｖ
に
よ
る
堆
積
物
状
況
観
察
：
Ｒ
Ｏ
Ｖ
に
よ
り
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
収
録
し
た
。

盪
土
壌
の
分
析
：
　
①
底
質
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
,強
熱
減
量
、
全
窒
素
）
の
分
析
を
行
っ
た
。

蘯
底
生
生
物
：
耕
耘
前
後
の
比
較
で
は
、
北
側
で
増
加
が
大
き
か
っ
た
ほ
か
は
、
顕
著
な
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

新
規
水
産
素
材
キ
ュ
ウ
リ
エ
ソ
の
有
効
利
用
に
関
す

る
研
究
・
高
度
利
用
技
術
開
発
研
究
（
漁
具
開
発
）

利
用
化
学
Ｇ
・

海
洋
資
源
Ｇ

平
成
１５
～

１６
年
度

【
目
的
】

県
西
部
（
以
下
「
石
見
海
域
」）
に
お
け
る
人
工
種
苗
マ
ダ
イ
と
ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
の
検
証
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

【
進
捗
状
況
】

マ
ダ
イ
：
当
海
域
の
マ
ダ
イ
の
総
漁
獲
量
（
沖
底
を
の
ぞ
く
）
は
約
１３
４
.３
ト
ン
、
水
揚
金
額
は
約
１
億
１
,６
００
万
円
で
あ
る
。
推
定

し
た
混
獲
率
か
ら
放
流
マ
ダ
イ
の
漁
獲
量
は
約
３
.８
ト
ン
、
水
揚
げ
金
額
は
約
３２
４
万
円
と
推
測
さ
れ
た
。

ヒ
ラ
メ
：
当
海
域
の
ヒ
ラ
メ
の
総
漁
獲
量
は
７７
.８
ト
ン
、
水
揚
金
額
は
約
１
億
３５
９０
万
円
で
あ
る
。
推
定
し
た
混
獲
率
か
ら
放
流

ヒ
ラ
メ
は
約
１
.５６
ト
ン
、
水
揚
げ
金
額
は
約
２７
２
万
円
と
推
測
さ
れ
た
。

【
目
的
】

本
研
究
は
、
キ
ュ
ウ
リ
エ
ソ
が
有
す
る
機
能
性
と
用
途
開
発
に
関
し
て
、
付
加
価
値
の
あ
る
特
産
食
品
の
開
発
を
試
み
る
。
ま
た
、

漁
業
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
キ
ュ
ウ
リ
エ
ソ
漁
獲
試
験
を
実
施
し
、
本
県
漁
業
者
の
操
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

【
進
行
状
況
】

Ｈ
１５
年
度
は
、
キ
ュ
ウ
リ
エ
ソ
の
機
能
性
成
分
に
関
わ
る
知
見
の
集
積
を
図
っ
た
。
水
試
で
は
、
調
味
料
化
の
み
な
ら
ず
、
魚
体
の

前
処
理
に
よ
り
魚
体
全
体
を
食
品
素
材
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
脂
質
の
膜
濾
過
に
よ
る
精
製
に
よ

り
、
魚
油
の
酸
化
臭
を
除
去
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
船
に
よ
る
漁
獲
試
験
の
結
果
、
効
率
的
な
漁

獲
技
術
の
確
立
が
難
し
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

【
問
題
点
等
】

現
行
の
漁
法
で
大
量
に
漁
獲
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
食
品
開
発
に
用
い
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
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「
旬
」
の
解
明
に
関
わ
る
調
査
研
究

利
用
化
学
Ｇ

平
成
１５
～

１９
年
度

【
目
的
】

本
県
主
要
魚
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
の
情
報
提
供
と
高
品
質
化
の
た
め
の
技
術
開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。「
旬
」
の

情
報
と
し
て
、
主
に
魚
肉
脂
質
の
季
節
変
動
を
調
査
し
、
業
界
へ
情
報
提
供
を
行
う
。

【
進
行
状
況
】

脂
質
を
対
象
と
し
た
「
旬
」
の
解
明
で
は
、
①
メ
ダ
イ
：
春
か
ら
冬
に
か
け
て
高
く
、
同
サ
イ
ズ
間
の
個
体
差
が
比
較
的
小
さ
い
、

②
ウ
ス
メ
バ
ル
：
季
節
変
動
が
小
さ
く
、
そ
の
割
合
は
低
い
、
③
ア
カ
ム
ツ
：
漁
期
が
始
ま
る
８
月
中
旬
以
降
が
高
い
、
同
サ
イ
ズ

間
の
個
体
差
が
大
き
い
、
大
型
個
体
ほ
ど
高
い
、
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

【
問
題
点
等
】

近
赤
外
線
分
光
分
析
装
置
の
導
入
に
よ
る
非
破
壊
迅
速
脂
質
分
析
を
実
用
化
支
援
を
検
討
す
る
予
定
だ
が
、
本
課
題
に
つ
い
て
は
予

備
調
査
費
を
用
い
新
た
な
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
付
加
価
値
向
上
技
術
の
開
発

利
用
化
学
Ｇ

平
成
１６
～

２０
年
度

【
目
的
】

県
内
で
排
出
さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
養
魚
介
類
用
餌
料
の
開
発
を
試
み
る
。
開
発
し
た
飼
料
の
機
能
性
を
評
価
す
る
た
め
、

魚
介
類
に
給
餌
し
、
養
成
過
程
中
の
影
響
を
把
握
す
る
。

【
進
行
状
況
】

ヒ
ラ
メ
幼
魚
へ
オ
カ
ラ
と
魚
腸
骨
由
来
の
残
滓
ミ
ー
ル
を
用
い
発
酵
魚
粉
の
試
作
を
行
っ
た
。
発
酵
魚
粉
を
２５
％
減
量
し
た
モ
イ
ス

ペ
レ
ッ
ト
（
Ｍ
Ｐ
）
を
給
餌
し
た
場
合
、
あ
る
程
度
の
嗜
好
性
が
得
ら
れ
た
。
炭
添
加
Ｍ
Ｐ
区
の
ヒ
ラ
メ
は
添
加
す
る
炭
に
よ
り
成

長
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

【
問
題
点
等
】

発
酵
魚
粉
化
：
嗜
好
性
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
が
、
発
酵
オ
カ
ラ
+残
滓
ミ
ー
ル
と
い
う
切
り
口
も
あ
り
、
試
験
区
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

炭
の
利
用
：
添
加
量
、
高
水
温
期
（
７
～
８
月
）
の
影
響
評
価
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

魚
介
類
の
品
質
向
上
技
術
の
開
発

利
用
化
学
Ｇ

平
成
１５
～

１９
年
度

【
目
的
】

魚
介
類
を
一
時
的
ま
た
は
短
期
間
畜
養
し
、
体
成
分
含
量
の
増
大
化
、
魚
体
の
大
型
化
、
出
荷
時
期
の
調
整
な
ど
も
考
慮
し
た
付
加

価
値
向
上
の
た
め
の
知
見
の
収
集
な
ら
び
に
蓄
養
魚
介
類
の
市
場
性
評
価
を
実
施
す
る
。

【
進
行
状
況
】

マ
ア
ジ
の
畜
養
試
験
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
脂
質
含
量
の
増
大
化
、
魚
体
サ
イ
ズ
の
大
型
化
が
図
ら
れ
、
６
～
８
ヶ
月
程
度
の

畜
養
に
よ
り
２０
０
～
３０
０
ｇ
程
度
に
成
長
し
、
出
荷
可
能
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
畜
養
ア
ナ
ゴ
の
食
味
試
験
の
結
果
、

配
合
飼
料
特
有
の
い
わ
ゆ
る
「
餌
臭
」
は
な
く
、
美
味
で
あ
っ
た
。

【
問
題
点
等
】

マ
ア
ジ
、
ア
ナ
ゴ
に
共
通
し
て
、
品
質
向
上
に
伴
う
高
付
加
価
値
化
、
給
餌
法
、
給
餌
飼
料
な
ど
の
飼
育
管
理
コ
ス
ト
の
圧
縮
化
の

ほ
か
生
産
規
模
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等
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研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等

利
用
加
工
技
術
の
開
発
・
改
善
に
関
す
る
調
査
研
究

利
用
化
学
Ｇ

平
成
１０
～

１７
年
度

【
目
的
】

業
界
が
抱
え
る
技
術
的
諸
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
各
種
の
技
術
開
発
試
験
を
実
施
し
、
得
ら
れ
た
産
業
上
有
用
な
技
術
的
知
見

を
業
界
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

【
進
行
状
況
】

水
産
加
工
業
界
の
み
な
ら
ず
生
産
者
等
が
抱
え
る
水
産
物
利
用
に
関
わ
る
技
術
的
問
題
解
決
に
つ
い
て
対
応
し
て
き
た
。
そ
し
て
平

成
１０
～
１６
年
度
の
７
年
間
で
、
水
産
物
の
衛
生
管
理
技
術
お
よ
び
品
質
管
理
技
術
に
対
し
て
多
数
の
デ
ー
タ
収
集
が
図
ら
れ
、
業

界
に
対
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

【
問
題
点
等
】

品
質
管
理
に
対
す
る
意
識
の
高
い
経
営
体
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
デ
ー
タ
を
基
に
、
個
々
の
企
業
実
態
を
踏
ま
え
た
技
術
指

導
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ア
カ
ア
マ
ダ
イ
栽
培
基
礎
調
査

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
１５
～

１７
年
度

【
目
的
】

将
来
の
ア
カ
ア
マ
ダ
イ
の
種
苗
放
流
を
目
指
し
、
他
機
関
か
ら
の
技
術
導
入
や
、
種
苗
生
産
、
中
間
育
成
等
に
お
け
る
基
礎
技
術
の

開
発
を
行
う
。

【
進
行
状
況
】

①
試
験
的
に
種
苗
生
産
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
宮
津
セ
ン
タ
ー
よ
り
種
苗
の
配
布
を
受
け
て
中
間
育
成
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

だ
。
②
平
田
市
漁
協
佐
香
支
所
に
お
い
て
市
場
調
査
を
実
施
し
銘
柄
別
の
体
長
組
成
を
把
握
す
る
と
と
も
に
生
物
調
査
か
ら
銘
柄
別

の
平
均
体
重
等
を
把
握
し
た
。
ま
た
、
生
殖
腺
重
量
の
変
化
か
ら
島
根
周
辺
海
域
に
お
け
る
ア
カ
ア
マ
ダ
イ
の
成
熟
時
期
を
把
握
し

た
。

【
問
題
点
等
】

ウ
イ
ル
ス
性
神
経
壊
死
症
（
Ｖ
Ｎ
Ｎ
）
の
発
生
が
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
１７
年
１
月
に
は
、
種
苗
の
配
布
が
無
く
中
間
育

成
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

沿
岸
有
用
資
源
の
種
苗
生
産
と
効
率
的
な
放
流
技
術

開
発

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
１２
～

１６
年
度

【
目
的
】

減
耗
原
因
が
、
食
害
に
よ
る
の
か
、
環
境
変
化
に
よ
る
の
か
等
を
調
査
し
て
効
率
的
な
放
流
方
法
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
地
域
を
選

定
し
て
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
の
放
流
効
果
調
査
を
実
施
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

放
流
効
果
調
査
：
平
成
１６
年
の
多
伎
町
漁
協
ア
ワ
ビ
漁
獲
量
は
、
２
,２８
４
ｋ
ｇ
で
過
去
１０
ヵ
年
平
均
の
２
倍
、
前
年
度
の
１
.４
倍
と

な
っ
た
。
平
成
１２
年
以
降
漁
獲
量
は
増
加
傾
向
あ
り
、
平
成
元
～
３
年
の
水
準
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

放
流
技
術
開
発
：
上
面
ネ
ッ
ト
に
よ
る
保
護
効
果
が
あ
り
、
枠
内
の
生
存
個
数
は
、
上
面
ネ
ッ
ト
の
無
い
区
に
比
べ
て
高
い
。
し
か

し
、
放
流
７
日
後
の
調
査
に
お
い
て
既
に
、
生
存
個
数
２３
個
と
非
常
に
低
下
し
て
い
る
。
低
下
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
枠
内
で
の

斃
死
貝
（
殻
の
み
）
の
発
見
数
も
少
な
い
の
で
、
逸
散
の
割
合
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
外
敵
に
よ
る
持
ち
出
し
、
荒
天
に
よ
る

分
散
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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オ
ニ
オ
コ
ゼ
の
種
苗
生
産
と
放
流
技
術
の
開
発

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
１０
～

１６
年
度

【
目
的
】

オ
ニ
オ
コ
ゼ
の
安
定
し
た
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
と
効
率
的
な
放
流
技
術
開
発
を
行
う
。

【
進
捗
状
況
】

種
苗
生
産
技
術
開
発
：
親
魚
養
成
時
の
餌
料
改
善
（
栄
養
剤
添
加
、
活
エ
ビ
投
与
）、
生
物
餌
料
の
最
適
な
二
次
培
養
方
法
の
確
立
を

行
い
、
安
定
し
た
種
苗
生
産
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
よ
り
、
数
万
尾
の
種
苗
生
産
の
目
途
が
立
っ
た
。

放
流
技
術
開
発
・
放
流
効
果
調
査
：
本
種
は
放
流
場
所
か
ら
余
り
移
動
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
各
地
先
の
放
流
魚
混
獲
率

は
、
浦
郷
湾
で
３
.４
～
１５
.３
％
、
多
伎
沖
で
１２
.１
～
１４
.３
％
で
あ
っ
た
。

量
産
化
の
目
途
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
１６
年
度
よ
り
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
に
て
種
苗
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
事
業
化
を
目
指
し
、
よ
り
効
果
的
な
放
流
技
術
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

バ
イ
資
源
の
現
状
に
関
す
る
研
究

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
１４
～

１６
年
度

【
目
的
】

バ
イ
資
源
の
現
状
と
イ
ン
ポ
セ
ッ
ク
ス
の
状
況
を
把
握
し
、
移
植
放
流
な
ら
び
に
資
源
管
理
等
の
手
法
で
バ
イ
資
源
の
復
活
が
可
能

か
ど
う
か
検
討
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

現
在
、
バ
イ
は
主
に
江
津
、
益
田
市
漁
協
管
内
の
バ
イ
か
ご
漁
業
者
な
ら
び
に
美
保
湾
で
操
業
を
行
う
小
底
２
種
で
漁
獲
さ
れ
て
い

る
。
江
津
、
益
田
市
漁
協
で
は
自
主
管
理
を
行
い
な
が
ら
バ
イ
資
源
を
利
用
し
て
お
り
、
近
年
、
漁
獲
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
県

西
部
の
江
津
、
益
田
市
な
ら
び
に
県
東
部
の
福
浦
で
漁
獲
さ
れ
た
雌
バ
イ
の
イ
ン
ポ
セ
ッ
ク
ス
出
現
状
況
を
調
査
し
た
。
平
成
２
年

に
行
っ
た
福
浦
で
の
漁
獲
物
調
査
で
は
雌
個
体
全
て
に
イ
ン
ポ
セ
ッ
ク
ス
が
認
め
ら
れ
た
が
、
今
回
行
っ
た
調
査
で
は
殆
ど
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
産
卵
試
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
２
年
の
福
浦
の
漁
獲
物
か
ら
は
殆
ど
採
卵
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回

の
試
験
に
用
い
た
イ
ン
ポ
セ
ッ
ク
ス
個
体
か
ら
は
正
常
な
雌
と
同
等
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
た
。
調
査
結
果
よ
り
、
漁
場
環
境
が
改
善

さ
れ
、
イ
ン
ポ
セ
ッ
ク
ス
も
改
善
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

本
種
資
源
回
復
の
た
め
の
条
件
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
１７
年
度
よ
り
「
沿
岸
性
重
要
貝
類
の
資
源
造
成
技
術
開
発
」
と
し
て
、

資
源
回
復
を
目
指
し
た
「
バ
イ
の
移
植
放
流
試
験
」
に
取
り
組
む
。

ワ
カ
メ
養
殖
業
安
定
化
対
策
試
験

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
１２
～

１７
年
度

【
目
的
】

近
年
、
養
殖
ワ
カ
メ
の
生
産
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ワ
カ
メ
養
殖
の
実
態
を
調
査
し
、
生
産
量
の
減
少
要
因
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
有
効
な
養
殖
技
術
の
開
発
を
図
る
。

【
進
行
状
況
】

県
内
各
地
で
入
手
し
た
良
質
の
ワ
カ
メ
を
親
と
し
、
フ
リ
ー
配
偶
体
を
用
い
た
種
苗
生
産
を
行
っ
た
。
一
部
の
地
区
で
は
芽
落
ち
等

の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
板
ワ
カ
メ
に
適
し
た
良
質
の
ワ
カ
メ
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ワ
カ
メ
養
殖
業
者
対
象
に
フ
リ

ー
配
偶
体
を
用
い
た
種
苗
生
産
方
法
の
実
習
を
行
い
、
本
手
法
の
有
効
性
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

【
問
題
点
等
】

フ
リ
ー
配
偶
体
を
用
い
た
種
苗
生
産
に
お
い
て
、
不
調
で
あ
っ
た
地
区
の
原
因
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等
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研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等

魚
介
類
環
境
調
査
事
業

鹿
島
浅
海
分
場

昭
和
５８

年
度
～

【
目
的
】

貝
毒
発
生
情
報
を
迅
速
に
提
供
し
、
貝
毒
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
貝
毒
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
海
域
に
お
い
て
、
環
境

調
査
な
ら
び
に
貝
毒
成
分
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
で
は
、
県
西
部
、
県
東
部
、
隠
岐
海
域
と
も
に
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
麻
痺
性

貝
毒
・
下
痢
性
貝
毒
と
も
に
、
全
て
の
海
域
で
規
制
値
を
超
え
る
発
生
事
例
は
な
か
っ
た
。

魚
類
防
疫
に
関
す
る
技
術
指
導
と
研
究

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
５

年
度
～

【
目
的
】

種
苗
生
産
・
中
間
育
成
・
養
殖
時
に
発
生
す
る
魚
病
を
予
防
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
水
産
生
物
の
疾
病
診
断
、
防
疫

指
導
を
通
し
て
、
飼
育
担
当
者
の
防
疫
技
術
の
向
上
を
図
り
、
魚
類
養
殖
増
養
殖
を
推
進
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

飼
育
担
当
者
か
ら
持
ち
込
み
、
又
は
巡
回
指
導
時
に
入
手
し
た
標
本
を
検
査
に
使
用
し
た
。

出
雲
・
隠
岐
海
域
漁
場
保
全
調
査

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
８
～

１６
年
度

藻
場
造
成
技
術
に
関
す
る
研
究

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
１１
～

１７
年
度

【
目
的
】

水
産
生
物
に
と
っ
て
良
好
な
漁
場
環
境
の
維
持
を
図
る
た
め
、
八
束
郡
鹿
島
町
お
よ
び
隠
岐
郡
西
ノ
島
町
沿
岸
域
に
お
い
て
水
質
、

生
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

水
質
調
査
：
透
明
度
は
鹿
島
町
で
は
８
～
１８
ｍ
、
西
ノ
島
町
で
は
８
.５
～
２２
ｍ
。
水
温
は
鹿
島
町
で
は
１１
.７
～
２５
.６
℃
、
西
ノ
島

町
で
は
１１
.２
～
２６
.９
℃
。
塩
分
は
鹿
島
町
で
は
３０
.８２
～
３４
.６９
ｐ
ｓ
ｕ
、
西
ノ
島
町
で
は
３３
.５２
～
３５
.１１
ｐ
ｓ
ｕ
。
Ｄ
Ｏ
は
鹿
島
町

で
は
６
.１７
～
９
.３７
ｍ
ｇ
/Ｌ
、
西
ノ
島
町
で
は
６
.５９
～
１０
.０３
ｍ
ｇ
/Ｌ
で
あ
っ
た
。

生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
：
鹿
島
町
、
西
ノ
島
町
と
も
に
汚
染
指
標
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
底
生
生
物
の
生
息
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

【
目
的
】

浅
海
岩
礁
域
の
海
藻
群
落
の
維
持
を
図
る
た
め
に
、
藻
場
群
落
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
研
究
や
藻
場
造
成
の
基
礎
技
術
開
発
を

行
う
。

【
進
行
状
況
】

①
ア
ラ
メ
・
ク
ロ
メ
養
殖
試
験
：
平
成
１６
年
１
月
に
、
延
縄
養
殖
施
設
に
沖
出
し
た
、
ア
ラ
メ
・
ク
ロ
メ
を
時
系
列
に
測
定
し
た
。

②
フ
リ
ー
配
偶
体
を
用
い
て
、
早
期
採
苗
（
９
月
下
旬
）
を
行
い
、
養
殖
試
験
に
用
い
た
。

【
問
題
点
等
】

沖
出
し
た
ア
ラ
メ
、
ク
ロ
メ
は
、
水
温
の
上
昇
に
伴
い
、
生
長
は
鈍
り
、
先
端
部
か
ら
枯
死
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
夏
季
ま
で
に
で

き
る
だ
け
生
長
さ
せ
る
必
要
が
る
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
の
温
排
水
に
関
す
る
調
査

鹿
島
浅
海
分
場

昭
和
４２

年
度
～

【
目
的
】

島
根
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
水
さ
れ
る
温
排
水
に
よ
る
、
海
洋
環
境
お
よ
び
海
洋
生
物
へ
の
影
響
を
調
査
す
る
。

【
進
行
状
況
】

沖
合
定
線
（
水
温
、
水
色
、
透
明
度
）、
う
る
み
、
潮
流
、
魚
類
卵
稚
仔
、
大
型
海
藻
、
浮
遊
生
物
、
イ
ワ
ノ
リ
、
潮
間
帯
生
物
を
調

査
し
て
い
る
。
温
排
水
の
影
響
は
、
水
温
分
布
・
う
る
み
に
つ
い
て
放
水
口
近
傍
の
定
点
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、
大
型
海
藻
に
お
い

て
は
放
水
口
直
近
の
定
点
で
石
灰
藻
類
が
優
先
す
る
植
生
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
。

【
問
題
点
等
】

主
管
課
の
変
更
に
よ
っ
て
、
今
後
は
よ
り
環
境
一
般
サ
イ
ド
へ
シ
フ
ト
し
た
調
査
内
容
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

人
工
種
苗
の
放
流
効
果
調
査
（
出
雲
海
域
）

鹿
島
浅
海
分
場

平
成
７

年
度
～

【
目
的
】

出
雲
海
域
に
お
け
る
マ
ダ
イ
お
よ
び
ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
の
検
証
と
放
流
事
業
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

マ
ダ
イ
：
当
海
域
の
マ
ダ
イ
総
漁
獲
量
は
１３
０
ト
ン
、
水
揚
げ
金
額
１
億
１
,２３
２
万
円
で
、
こ
の
内
放
流
マ
ダ
イ
は
４
ト
ン
、
水
揚

げ
金
額
は
３４
７
万
円
と
算
定
さ
れ
た
。

ヒ
ラ
メ
：
出
雲
海
域
の
ヒ
ラ
メ
漁
獲
量
は
６７
ト
ン
、
水
揚
げ
金
額
は
８
,１０
１
万
円
で
、
こ
の
う
ち
放
流
魚
は
２
.２
ト
ン
、
水
揚
げ
金

額
２６
９
万
円
と
積
算
さ
れ
た
。

研
　
　
究
　
　
課
　
　
題
　
　
名

担
当
グ
ル
ー
プ
等

研
究
期
間

目
的
・
進
捗
状
況
・
問
題
点
等




